
（第3種郵便物認可） （ 2）2007年（平成19年）7月13日（金曜日）

1
9
9
9
年
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
）

推
進
法
（
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法

律
）
が
施
行
さ
れ
、
現
在
ま
で
の
日
本
版
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
実
施
方
針
公
表
件
数
は
2

9
5
件
（
5
月

日
現
在
）
に
上
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
主
に
、
国
の
財
政
負
担
軽
減
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や
民
間
産
業
の
活
性
化
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
的
と
す
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
導

入
以
後
、
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
市
場
累
計
額
は
約
2
兆
円
と
な
っ
た
。
Ｐ
Ｆ

Ｉ
制
度
を
取
り
入
れ
る
地
域
や
施
設
は
広
が
っ
て
お
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
件
数
の
増
加

は
必
至
だ
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
保
険
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
、
マ
ー
シ
ュ
ブ
ロ
ー
カ
ー
ジ

ャ
パ
ン
、
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
内
藤
嘉
人
バ
イ
ス

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
、
同
部
門
の
古
澤
聡
子
ア
カ
ウ
ン
ト
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
に
聞
い
た
。

内
藤
氏
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
法
施
行
以
前
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
携
わ
り
、
日
本
に
お
け

る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
導
入
に
向
け
た
研
究
会
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
。
施
行
後

も
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
協
会
や
損
保
総
研
を
含
む
そ
の
ほ
か
多
く
の
団
体
か
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ

い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
に
講
師
と
し
て
招
か
れ
講
演
を
行
っ
て
い
る
。

―
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ

と
は
。

内
藤

民
間

の
資
金
・
経
営

能
力
・
技
術
を

活
用
し
た
公
共

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
契
機
と
し

て
、
国
の
財
政

が
厳
し
く
な

り
、
以
前
の
よ
う
に
税
金
や

地
方
債
な
ど
で
公
共
事
業
を

行
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま

た
、
民
間
の
資
金
や
運
営
・

技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
用
い
て

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ

る
、
民
間
の
産
業
界
を
活
性

化
さ
せ
る
と
い
う
狙
い
が
あ

る
。

―
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
特
徴
に
つ

い
て
。

内
藤

Ｐ
Ｆ
Ｉ
が
注
目
さ

れ
た
当
初
、
第
三
セ
ク
タ
ー

の
債
務
不
履
行
が
相
次
ぎ
、

問
題
と
な
っ
た
。
民
間
化
の

基
本
理
念
は
国
民
価
値
の
最

大
化
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
比
べ
た
第

三
セ
ク
タ
ー
の
大
き
な
問
題

点
は
、
リ
ス
ク
の
官
民
分
担

や
、
事
業
遂
行
の
責
任
所
在

の
あ
い
ま
い
さ
、
ひ
い
て
は

経
営
上
の
意
思
決
定
の
遅
延

が
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
で
は
各
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

相
互
に
多
く
の
契
約
を
結

び
、
債
務
と
リ
ス
ク
の
分
担

や
経
営
責
任
の
所
在
な
ど
を

明
確
に
規
定
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
。
ま
た
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
者
が
金
融
機
関
と
の
間
で

締
結
す
る
融
資
契
約
に
お
い

て
も
詳
細
か
つ
高
水
準
の
保

険
手
配
を
要
求
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

―
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
お
け

る
保
険
の
役
割
に
つ
い
て
。

内
藤

具
体
的
な
保
険
の

役
割
は
五
つ
。
①
事
業
リ
ス

ク
の
軽
減
（
保
険
へ
の
転

嫁
）
に
よ
る
事
業
の
安
定
性

確
保
②
不
確
実
な
リ
ス
ク
の

定
量
化
と
平
準
化
（
リ
ス
ク

の
保
険
コ
ス
ト
へ
の
置
換
）

に
よ
る
企
業
財
務
の
安
定
性

確
保
③
金
融
機
関
に
お
け
る

よ
り
精
緻
（
ち
）
な
リ
ス
ク

管
理
に
よ
る
円
滑
な
金
融
シ

ス
テ
ム
の
構
築
④
保
険
を
活

用
し
た
プ
レ
ー
ヤ
ー
相
互
の

合
理
的
な
リ
ス
ク
分
担
⑤
公

共
負
担
リ
ス
ク
の
民
間
へ
の

移
転
に
伴
う
リ
ス
ク
調
整
に

よ
る
Ｖ
ｆ
Ｍ
（
バ
リ
ュ
ー
フ

ォ
ー
マ
ネ
ー
：
国
民
的
価
値

を
一
定
ル
ー
ル
で
総
合
的
に

評
価
し
、
金
銭
的
に
換
算
す

る
も
の
）
の
向
上
―
が
あ

が
あ
る
。
同
一
事
業
で
、
立

場
が
違
う
複
数
案
件
を
手
掛

け
る
こ
と
も
可
能
だ
。
た
だ

し
、
同
一
事
業
で
複
数
の
役

割
を
担
う
と
利
益
相
反
す
る

よ
う
な
場
合
が
あ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
場
合
は
回
避
す

る
。
日
本
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と

し
て
最
大
級
の
、
あ
る
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
案
件
で
は
、
す
べ
て

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
保
険
業

務
を
当
社
が
担
当
し
、
現
在

進
行
中
だ
。
ま
た
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
参
画
し
た
神

奈
川
県
立
保
健
・
医
療
・
福

祉
大
学
（
仮
称
）
施
設
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
2
0
0
5

年
に
日
本
Ｐ
Ｆ
Ｉ
協
会
か
ら

第
一
号
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
・
Ｒ
Ｍ
賞

が
授
与
さ
れ
た
。

―
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
現
状
と
今

後
に
つ
い
て
。

内
藤

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で

は
、
民
間
側
責
任
主
体
を
完

全
な
競
争
入
札
で
決
定
す

る
。
大
規
模
で
複
雑
な
事
業

（
病
院
、
刑
務
所
、
空
港
な

ど
）
は
特
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
必
要
と
し
、
保
険
の
設
計

内
容
は
落
札
の
た
め
の
最
重

要
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
。
逆
に
言
え
ば
、
提
案
の

中
身
が
非
常
に
重
要
で
、
Ｒ

Ｍ
や
保
険
内
容
を
精
緻
化
し

て
落
札
し
た
い
と
考
え
る
事

業
者
が
当
社
に
依
頼
し
て
く

る
。
日
本
の
公
共
投
資
予
算

は
減
少
し
、
現
在
約
7
兆

円
。
う
ち
1
割
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
に
投
資
す
る
こ
と
を
内
閣

府
が
提
案
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
今
後
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

の
発
展
が
大
い
に
見
込
ま
れ

る
。―

―
他
社
と
の
差
別
化
に

つ
い
て
。

内
藤

実
施
方
針
を
公
表

し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
へ
の
関
与

数
が
多
い
こ
と
。
当
社
で
は

業
務
受
注
の
た
め
の
積
極
的

な
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
顧
客
側
か
ら
の
依
頼

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
実
績
か
ら
、
民
間
の

顧
客
や
公
共
側
の
信
頼
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
多

く
の
案
件
受
注
へ
つ
な
が
っ

て
い
る
。
今
後
も
そ
の
信
頼

を
保
ち
続
け
る
こ
と
が
当
社

の
課
題
だ
。

効
率
的
で
効
果
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

る
。―

―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
お
け

る
同
社
の
実
績
に
つ
い
て
。

古
澤

当
社
が
関
与
し
た

業
務
遂
行
案
件
は

件
、
事

94

業
数
で

件
（
5
月

日
現

80

16

在
）
。
一
つ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

に
か
か
わ
る
当
社
の
関
与
で

き
る
業
務
と
し
て
は
公
共
、

民
間
、
金
融
機
関
に
対
す
る

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｒ

Ｍ
）
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
保

険
ブ
ロ
ー
カ
ー
業
務
の
四
つ

古澤氏（左）と内藤氏

マーシュブローカージャパン

ＰＦＩ事業における保険の役ＰＦＩ事業における保険の役割割
民間の資金と運営能力を活用


